
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 針ヶ谷 小学校 ）     学校番号 ０１９                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 すべての子どもが笑顔(Well-being)で通う学校  保護者・教職員・地域の方もみんなが笑顔(Well-being)になる学校        

          

重 点 目 標 

１ 子どもが主体的に学ぶ「個別最適な学び」の実現 

２ 実践的な安全教育の実施と安心できる居場所づくり 

３ 地域とともにある学校づくりの推進 

４ 教職員一人ひとりのキャリアに応じた成長とライフワークバランスのよい職場環境づくり 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年１月１５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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主 

体 

的 

な 

学 

び 

＜現状＞ 

〇市児童ｱﾝｹｰﾄ（市学調）「学習の分かった点やよ

く分からなった点を見直し、次の学習につなげ

たか」のＡ回答は 42.8%（R5:5,6 年生） 

「課題解決に向けて自分で考え、自分から取り組

んでいたか」は 45.8%(R5:5,6 年生)。 

▼本校のﾀﾌﾞﾚｯﾄ型 PC の利用頻度は、全学年とも市

の平均に届いていない。（R5.9 調査） 

＜課題＞ 

◎理解度の異なるすべての児童が、意欲をもって

主体的に取り組む授業づくりのために、従来ど

おり、学習方法を工夫するとともに、学習ボラ

ンティアの協力体制やＡＩの利用等について研

究していく必要がある。 

◎家庭内での学習の在り方（主体性）やﾀﾌﾞﾚｯﾄ型

PC 利用の際の情報モラルの育成について、保護

者と連携する必要がある。 

子どもが主体的

に学ぶ「個別最

適な学び」の場

づくり 

〇ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型 PC を効果的に利活用する。

また、そのための教職員研修を行う。 

〇児童のメタ認知を促し、調整力を育て

るような授業を実践する。（「学習の

めあて」の明示と「振り返り活動」の

工夫） 

〇市学習状況調査(R5.1 月)及び全国学

力状況調査結果(R6.4 月)を全教員で

分析し、各学年の課題に即した授業を

行う。 

〇市児童ｱﾝｹｰﾄ「学習した内容について

分かった点やよく分からなかった点を見

直し、次の学習につなげることができて

いるか」「課題解決に向けて、自分で考

え、自分から取り組んでいたか」（とも

に 5,6 年生）のＡ回答が昨年度を上回っ

たか。 

〇「令和６年度学力向上ポートフォリオ

（針ヶ谷小）」は概ね達成できたか。 

○市児童ｱﾝｹｰﾄ（高学年）「…次の学習につな

げることができているか」「…自分から取り

組んだか」の肯定的回答は、どちらも昨年度

を上回った。4.6 ﾎﾟｲﾝﾄｱｯﾌﾟ(86.4%→91%)、2.5

ﾎﾟｲﾝﾄｱｯﾌﾟ(91.8%→94.3%） 

○市学習状況調査を１月中旬に行った。「学

力向上ポートフォリオ」の達成状況は、市学

調の結果を見て判断するが、概ね達成できる

見込みである。 

Ａ 

○市児童ｱﾝｹｰﾄで学習に関する左記の項目の

他「自分に合った学習」についても肯定

的回答が昨年度を上回った。（中学年：

93.6%→96.4%、高学年：92.3%→94.3%） 

教員が「個別最適な」学習過程を工夫

し、児童が学びを実感できるように意識

して実践した結果だと判断できる。 

○各児童が確実に学びを深めるために「個

別最適な学び」を引き続き行っていく。 

※「誰一人取り残さない」ために、sola(そ

ら)ルームをどう活かしていくかが課題で

ある。 
 

・タブレット型ＰＣを活用した

学習は一定の成果があるよう

だ。しかし、ＰＣの身体や健

康への影響を鑑み、その特性

に考慮した学習の仕方等も検

討していただきたい。 

・学習においても人生において

も読書は重要である。読書を

「習慣」にするためには、児

童の内面への働きかけと家庭

の理解や協力が必要だ。 

・児童が安心して中学校へ進学

し、継続した学びを実現する

ためにも、小・中一貫教育の

推進は大切である。 

豊かな感性を育

てるための読書

活動 

〇読書時間と経験を確保する。（週１度

の朝読書、子ども読書の日、読書ボラ

ンティア） 

〇児童図書委員会の活動を児童主体で行

う。 

〇保護者への啓発活動を行う。（児童と

司書による図書館だより、親子読書） 

〇市児童ｱﾝｹｰﾄにおいて、読書週間に関

する質問「読書は好きか」「読む時間

数」「図書館の利用頻度」に肯定的な

回答数が、市の平均より上回ったか。 

〇市児童ｱﾝｹｰﾄ「読書は好きか」は本校 82.1%の児童

が肯定的に答えており、全ての学年が昨年度の市

平均を上回った。 

〇「1 日 1 時間以上読む」児童は１年生(4.4%)が昨年

度市平均(22.4%)を有意に下回ったが、他の学年は

市平均と同程度になった。 

〇「図書館を週に 1 回以上行く」は全ての学年で、

昨年度の市平均を上回った。（3,4 年生＋2.3 ﾎﾟｲﾝ

ﾄ、5,6 年生＋1.4 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

Ａ 

〇学校図書館司書や読書委員会児童を

中心とし様々な取組を行った。親子

読書等、家庭との連携も試みた。 

〇教員も読書に対する意識を高め、読

書の授業時数を確保するようになっ

た。 

※年間を通した取組を工夫し、家庭と

の連携をいっそう強くする。 
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安 

心 

・ 

安 

全 

＜現状＞ 

▼校地内で工事が行われている。（R７年度まで） 

▼自然災害や異常気象、不審者情報等は毎年ある。 

▼令和５年度に学区内での小学生の交通事故が１件あ

った。 

○ＰＴＡや地域の協力がある。（２年生保護者による

地域パトロール、自治会等による登下校の見守り、

育成会による補導パトロール） 

＜課題＞ 

◎想定を超える災害が起こり得る状況において、様々

な防災教育が必要である。 

◎児童が安心して登校できるような相談体制や指導体

制をつくる必要がある。 

実践的な防災教

育の実施 

〇交通安全指導及び各避難訓練では、児童自

身が思考する訓練を実施する。 

〇避難訓練では「想定外」をなくすために、

あらゆる危険を想定して見直す。 

〇不審者発見のための来校者声掛けを積極的

に行う。 

〇各避難訓練で児童の思考場面はあった

か。また、各訓練の目標は達成できた

か。 

〇年度末までに、次年度に向けた各種訓

練の見直し･計画ができたか。 

〇各種避難訓練のうち、次の内容を新たに行った。

避難訓練(余震あり･ｹｶﾞ人あり)、全学年を対象と

した引取り訓練、警察と連携した不審者対応訓練 

〇令和７年度の本校防災計画は、令和６年度末に改

定される市の防災マニュアルに基づき改定する。 

Ａ 

〇様々な場面を想定した訓練･教職員研修の

実施ができた。 

※万一に備え、あらゆる災害を想定した準

備をしておきたい。（地域一体の防災訓

練、児童対象の不審者対応訓練） 

 

・Sola ルームが活用されている

ことは有難い。その存在を更

に広めて認知してもらうこと

が、児童や保護者の安心につ

ながる。 

・一部の通学路は狭く、特に下

校時の交通安全には地域全体

で協力する必要がある。 

・「子ども 110 番の家」の利用

の仕方を児童に知らせる必要

がある。 

・地域では不審者の遭遇もある

ので、地域全体で気を付けて

いきたい。 

安心できる居場

所づくり 

〇「生命(いのち)の安全教育」を全学年で

行う。また、5 年理科で助産師等による

授業を行う。 

〇Sola(そら)ルームを開設し、円滑に運用

する。 

〇いじめ対策委員会、民生委員等との連絡

会等を活用し、地域の見守り活動と連携

する。 

〇市児童ｱﾝｹｰﾄ「学校に行くのは楽し

い」に肯定的に回答する児童が 95%以

上。 

〇教育相談体制について、学校評価（保

護者(R5:93%)・教職員(R5:89%)）は肯

定的か。 

〇市児童ｱﾝｹｰﾄ「学校に行くのは楽しい」に肯

定的に回答した児童は、全体で 90.3％だっ

た。 

〇教育相談に関する保護者ｱﾝｹｰﾄの肯定的回答

は、91.4％だった。 

〇本年度開設の Sola(そら)ルームに関する教

職員ｱﾝｹｰﾄでは、44％だった。 

Ａ 

〇「生命(いのち)の安全教育」は全学年

で実施した。 

〇ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰとつながった児童＞２４人 

 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰと 〃  児童＞３２人 

 さわやか相談員と 〃  児童＞５１人 

※本年度開設の Sola ﾙｰﾑは活用できたが

対応できる人員の確保に課題がある。 
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＜現状＞ 

〇学校と地域の結びつきが深まるよう、学校運営

協議会で「ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ成長ﾌﾟﾗﾝ」を作成した。

(R5) 

〇育成会主催「ふれあいまつり」は地域･保護者

(PTA)･学校との協働で行っている。 

▼R4 年度から始めた「あいさつの花運動」が R5

年度は校外へ広められなかった。 

＜課題＞ 

◎学校行事や各種おたより･学校 Web ページを活用

し、積極的に教育活動を公開していく。 

◎コロナ禍が過ぎ、学校と地域との交流の在り方

について模索している。 

児童による地域

活動への参加 

〇学年ごとの地域学習を計画的に行う。

（1 年:通学路学習、2 年:学区探検、3

年:地域の施設） 

〇地域行事への参加を促す（育成会行

事、夏まつり、地域施設の催し等） 

〇地域とともに取り組む「あいさつの花

運動」 

〇市学習状況調査の児童アンケート

No24「地域の行事に参加しているか

（3～6 年生）」No28「地域や社会を

よくするために何かしてみたいと思う

か（全学年）」の肯定的回答が昨年度

を上回ったか。 

〇地域に関わる取組は、予定どおり行えた。 

〇市児童ｱﾝｹｰﾄ「地域行事への参加」は昨年度

より微増（72.3%→74.2％） 

〇「地域や社会のために…」は昨年度と同程

度（86.7%→85.7%） 
Ａ 

〇育成会主催行事や地域のﾗｼﾞｵ体操

で、児童有志がボランティアとして

参加した。学校が主催者と連携でき

たことがよかった。 

※地域との連携をいっそう深めたい。 

 

・「やりたい」という児童の気

持ちを大切にし、学校や地域

は「やれる場」をつくってい

きたい。 
・児童・保護者・学校と地域が

「つながり」を強くしていく

ためには、小さなことでも継

続し、積み重ねていくことが

大切である。 
・中学校と連携して取り組むこ

ともよい。 
・地域への情報発信に「回覧

板」を活用する方法がある。 

保護者や地域と

連携する教育活

動 

〇保護者や地域の方にボランティアやゲ

ストティーチャーの協力を呼び掛ける

（親子清掃、学習ボラ等） 

〇地域の方との会食を年３回行う。 

〇積極的に情報発信する（学校 Web.ペ

ージ、授業公開） 

〇学校運営協議会の委員を拡充し、充実

させた熟議の中で、地域の課題につい

て話し合う。 

〇保護者・地域とともに「あいさつ運

動」を協働できたか。 

〇保護者アンケートで「地域保護者との

連携」Ａ評価が昨年度(33.8%)以上

か。 

〇保護者アンケートで「あいさつに関す

る質問」Ａ評価が昨年度(25.5%)以上

か。 

〇保護者ｱﾝｹｰﾄ「地域保護者との連携」Ａ回答は

減少した(33.8%→26.1%)が、Ｂ回答を含めた肯

定的回答は少し増えた（93.1%→94.8%）。 

〇保護者ｱﾝｹｰﾄ「あいさつ」はＡ回答、肯定的回

答ともに減少した（25.5%→ 20.9%、 84.0% 

80.4%）。 

〇夏のﾗｼﾞｵ体操では、ＰＴＡと地域が連携し、児

童と共にあいさつ運動や清掃活動を行った。親

子清掃や地域の方への音楽会の公開・給食交流

等、新たに取り組めた。 

Ａ 

〇コミュニケーションの基本である挨

拶については、保護者や地域の方か

ら毎年ご意見をいただくところであ

る。 

〇学校運営協議会でも熟議のテーマに

取り上げている。 

※安心安全な地域づくりのためにも、

引き続き推進していく。 
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教 

職 

員 

の 

資 

質 

向 

上 

＜現状＞ 

〇教育職員免許法が一部改正され「校長との対話

による受講奨励」が始まった（R5～）。 

〇R5 年 4 月～12 月までの「勤務時間外の在校時

間」は、一人当たり月 35.1 時間となり、R4 年

同時期より 9.7 時間短縮した。 

▼授業力、在校時間、共に教職員間で差がある 

＜課題＞ 

◎時代に求められている「新しい教え方・働き

方」について教員一人ひとりが意識しなくては

ならない。 

◎全ての教職員の勤務時間外在校時間が、月 45 時

間、年間 360 時間を超えないようにしたい。 

「学び続ける教

師」を具現化す

る研修体制の確

立 

〇年次研修(法定研修)をベースにし、キ

ャリアの異なる教員が学び合える場を

設ける。 

〇教職員一人ひとりが「一人１テーマ」

を掲げ、学校課題研修に取り組む。 

〇授業を担当する教員 26 人が、メンタ

ー又はメンティとして学べたか。 

〇教員一人ひとりが立てた学校課題研修

の目標を達成できたか。 

〇学年や教科を核として授業研究などの学び

合いを行った。学校課題研修も計画どおり

進んでいる。 

〇教職員ｱﾝｹｰﾄ「学び続ける教師の具現化」で

は、80%の教員が肯定的に回答した。 

Ａ 

○研修・研究主任を中心に、後進育成

を意識した校内研修ができていた。 

※今後も「学び続ける教師」の具現化

を目指し、一人ひとりが主体的に学

べる環境をつくっていく。 

 

・保護者との連携は欠かせな

い。教員の負担を軽減できる

よう、様々な場面でボランテ

ィアを呼びかけるとよい。 

・「学習の定着」は家庭学習が

一役を担う。家庭が協力する

ことで、教員の負担軽減につ

ながるのではないか。 

・教員が休暇を取得しやすい環

境づくりが大切である。 

働き方改革 〇業務を円滑に進めるために「積極的な

生徒指導」「問題の早期発見・適切対

応」等に努める。 

〇月 2 回のﾉｰ残業ﾃﾞｰを徹底する。 

〇学校行事をいっそう精選する。 

〇4 月～12 月までの「勤務時間外の在校

時間」が一人当たり月 30 時間以内に

なったか。教職員で差はないか。 

〇教職員ｱﾝｹｰﾄ「働き方改革に意識して取り組

んだか」に対し、63%の教職員が肯定的に回

答した。 

〇対象職員 30 名の時間外在校時間(12 月末現

在)は、組織平均 32ｈとなった。 

月 30 時間以下の職員 6 人 

月 50 時間以上の職員 6 人 

Ｂ 

▼勤務時間外の在校時間は目標値まで

削減できなかった。職務によって差

があるので、業務の平準化にいっそ

う努める必要がある。 

※教職員が心身ともに健康で、児童と

笑顔で触れ合う時間を確保するため

に、いっそうの業務改善を行ってい

く。 



 


